
議会全員協議会議会全員協議会議会全員協議会
◎空き家所有者の意向に関する
　アンケート結果報告書について

◎南九州市空家等対策基本計画について

◎空き家所有者の意向に関する
　アンケート結果報告書について

◎南九州市空家等対策基本計画について

南九州市空家等対策基本計画南九州市空家等対策基本計画

ɹ急激ʹ進行すΔ人口減少社会ͷͳ͔Ͱɺ空家

ʹ関すΔ問題͸ɺ全国的ʹ表面化し͖ͯͯいま

すɻ特ʹ管理不十分ͳ空家問題͸防災・防犯・

安全・環境・地域ͷ活性化・景観ͷ保全ͳͲͷ

面͔Β市民生活ʹ悪影響Λ及΅すͨΊɺ早急ͳ

解決͕求ΊΒΕͯいますɻ

ɹ国͸ɺこͷ空家問題ͷ抜本的ͳ解決策ͱしͯ

平成27年5月26日ʹʮ空家対策ͷ推進ʹ関す

Δ特別措置法ʯΛ施行しɺ危険ͳ放置空家ʹͭ

いͯɺ各自治体ʹ立入調査ͷ権限Λ付与しɺ所

有者ʹ修繕や撤去ͳͲͷ指導・助言ɺ勧告ɺ命

令Λ行えΔ΄͔最終的ʹ行政執行ʹΑΔ撤去΋

Ͱ͖ΔこͱΛ定Ίましͨɻ

ɹ南九州市Ͱ͸平成29年3月ʹ南九州市空家

等対策基本計画Λ作成しましͨɻ

計画ͷ背景

解体補助ʹͭいͯ

対象ͱする空き家ͷ種類
空家等

建築物又͸こΕʹ付属すΔ工作物Ͱあͬͯ居

住そͷ他͕ͳさΕͯͳいこͱ͕常態ͰあΔ΋

ͷ及びそͷ敷地Λいうɻͨͩしɺ国又͸地方

公共団体͕所有しɺ又͸管理すΔ΋ͷΛ除くɻ

特定空家等

ᶃ倒壊等著しく保安上危険ͱͳΔ͓そΕͷあ

ɹΔ状態

ᶄ著しく衛生上有害ͱͳΔ͓そΕͷあΔ状態

ᶅ適切ͳ管理͕行わΕͯいͳいこͱʹΑΓ著

ɹしく景観Λ損ͳͬͯいΔ状態

ᶆそͷ他周辺ͷ生活環境ͷ保全Λ図ΔͨΊʹ

ɹ放置すΔこͱ͕不適切ͰあΔ状態

※南九州市Ͱ͸空家等対策事業費ͱしͯɺ特定

空家等ʹ限Γ解体費ͷ3分ͷ1以内Ͱ20万Λ

上限ʹ補助しますɻ

空͖家等に関するアンケート
調査集計結果
空͖家等に関するアンケート
調査集計結果

○調 査 期 間

○対象物件数

○送　付　先

○目　　　的

○提 出 方 法

平成28年12月14日～

ɹɹɹɹɹ平成29年1月20日

1723件

調査対象建築物ͷ所有者等

返信用封筒Ͱ郵送

利用さΕͯいͳい建築物ͷ状況や

所有者等ͷ利活用ͷ考え方ʹͭい

ͯ把握しɺ今後ͷまͪͮくΓや空

͖家対策ʹ活用すΔͨΊɻ

＊郵送しͨ1723件ͷうͪɺ781件回

ɹ収ɺ907件未回収ɺ35件͕宛先不

ɹ明ʢ回収率45％ʣ

問　　家屋͸Ͳͷようͳ状態ͱͳͬͯいますか。

回答ɹ空͖家ͰあΔɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ48.1%

ɹɹɹ時々利用しͯいΔɹɹɹɹɹɹɹɹ31.0%ɹ

問　　空き家ʹͳͬͯ何年経ちましたか。

回答ɹ5年以上10年未満ɹɹɹɹɹɹɹɹ22.4%

ɹɹɹ5年未満ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ19.5%

問　　空き家ʹͳͬた理由͸何Ͱすか。

回答ɹ住ΜͰいͨ人͕死亡しͨͨΊɹɹ  60.7%

ɹɹɹ住ΜͰいͨ人͕施設入所ɺ入院ɹɹ 9.9%

問　　空き家ͷ今後ͷ活用ʹͭいͯ。

回答ɹ活用しͨいɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ 77.3%ɹ

ɹɹɹ予定ͳしʢ現状ͷままʣɹɹɹɹ 13.1%

○空͖家Λ活用しͨい人へͷ質問

問ɹɹ活用ͷ内容͸

回答ɹ今後΋自分まͨ͸家族͕管理すΔɹɹ  202件

ɹɹɹ家屋Λ解体しͨいɹɹɹɹɹɹɹɹɹ196件

ɹɹɹ売却しͨいɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ186件

ɹɹɹ賃貸しͨいɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ   84件ɹ

ɹɹɹ地域ʹ有効活用しͯ΋Βいͨいɹɹɹɹ73件

ɹ

○空͖家ͷ管理・活用ʹ関すΔ要望

ɹ解体除去ʹ対すΔ補助͕΄しいɹɹɹ ɹ 144件

ɹ活用方法ʹͭいͯアドバイスや情報͕΄しい 143件

ɹ売却・賃貸すΔ場合ͷ相手先ͷ情報͕΄しいɹɹ110件

◆回答結果ʢ抜粋ʣ

浜
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口
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題
Ɉ
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図
ɥ
地
方
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生
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目
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し

た
各
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事
業
Ɉ
進
捗
状
況
ɂ

評
価
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実
Ʉ
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行
Ʉ
Ƀ
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感
を
ɜ
っ
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取
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組
ɚ
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あ
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今
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Ɉ
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口
問

題
Ʌ
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長
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組
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　人
口
減
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ȧ
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Ɂ
あ
ɥ
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者
Ɉ
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保

Ȧ
大
ȧ
Ʉ
課
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Ɂ
あ
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ɂ
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ɀ
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Ί
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口
ʫ
ʐ
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踏
ɘ
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ɀ
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Ɉ
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促
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援
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業
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Ʉ
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経
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Ὶ
人
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Ὶ
市
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Ȧ
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し
ɀ

暮
ɣ
せ
ɥ
社
会
Ɉ
確
保
Ʌ
努

ɛ
ɥ
Ί

　
　
　
　地
区
Ȯ
ɂ
Ɉ
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方

創
生
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策
ɉ
Ίɘ
た
Ὶ人
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少
回
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Ɉ
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組
ə
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キ
ー
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ɂ
Ὶ
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緊
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ʑ
ʬ
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ɥ
考
え
ɉ
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い
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市
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ɂ
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ɉ
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融
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ʐ
ェ
ク
ʠ
チ
ー
ム
Ʌ
ɢ
ɥ

政
策
立
案
Ὶ
労
働
局
ɂ
Ɉ
協

定
Ʌ
基
ȿ
ȩ
雇
用
対
策
Ὶ
市

Ɉ
組
織
を
強
化
し
ɀ
移
住
定

住
促
進
対
策
Ʉ
Ƀ
を
着
実
Ʌ

実
行
し
ɀ
い
ȩ
Ί

浜田　茂久　議員

ふΔさとͷ山と海

人口問題

市
長
／
人
口
流
出
を
防
͗
、
市
民
͕
安
心
し
ͯ

　
　
　暮
Β
せ
Δ
社
会
ͷ
確
保
ʹ
努
Ί
Δ

市民の声を
　行政に問う

議会会議録はこちΒͰ
見Δこͱ͕Ͱ͖ます。
　◎地区公民館

　◎市立図書館

　◎ϗームϖージʢ南九州市ʣ

一般質問
13人͕登壇

一般質問
13人͕登壇
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ʑ
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Ɉ
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ɂ
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検
討
中

大
倉
野

Ͳ
の
よ
う
ͳ
活
動
を
依
頼
し
、

効
果
を
期
待
し
て
い
る
か

　
　
　
　市
ɂ
し
ɀ
Ὶ
観
光

大
使
Ʌ
Ƀ
Ɉ
よ
う
Ʉ
活
動
を

依
頼
し
Ὶ
Ƀ
Ɉ
よ
う
Ʉ
効
果

を
期
待
し
ɀ
い
ɥ
か
Ί

　
　
　
　現
在
18
名
Ɉ
観
光

大
使
ɬ
委
嘱
ȱ
ɀ
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ɉ
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ɉ
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光
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史
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Ɉ
他
本
市
Ʌ
有
益
Ʉ

情
報
Ɉ
収
集
及
び
助
言
Ɂ
あ

ɥ
Ί

　現
在
大
使
Ʌ
ɉ
Ὶ
本
市
Ɉ

イ
メ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
Ɉ
名
刺

ɬ
配
布
ȱ
ɀ
Ὶ
日
常
Ɉ
活
動

Ɂ
Ὶ
様
々
Ʉ
方
々
Ʌ
Ｐ
Ｒ
ɬ

Ȥ
願
い
ȱ
ɀ
い
ɥ
Ί
こ
ɦ
ɣ

Ɉ
活
動
Ʌ
ɢ
ɤ
Ὶ
本
市
Ɉ
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
Ὶ
地
域
Ɉ
活

性
化
Ȧ
図
ɣ
ɦ
ɀ
い
ɥ
ɂ
考

え
ɀ
い
ɥ
Ί

　
　
　
　ふ
ɦ
あ
い
球
技
大

会
Ɉ
実
施
Ʌ
Ⱦ
い
ɀ
Ὶ
は
29

年
度
に
Ȥ
い
ɀ
経
済
面
の
理

由
に
よ
ɤ
大
会
を
見
直
す
た

ɛ
Ὶ校
区
・
地
区
公
民
館
長
を

対
象
に
調
査
を
行
っ
ɀ
い
ɥ

Ȧ
Ὶ
今
後
Ƀ
の
よ
う
に
進
ɛ

ɀ
い
く
の
ȥ
Ί

　
　
　
　
　市
の
財
政
状
況

を
踏
ま
え
Ὶバ
˄
ー
ボ
ー
˃
Ὶ

ソ
フ
ト
ボ
ー
˃
競
技
の
相
互

審
判
ɂ
試
合
球
の
各
公
民
館

負
担
を
Ȥ
願
い
し
ɀ
Ὶ
次
年

度
ɜ
大
会
の
趣
旨
を
活
ȥ
し

開
催
Ɂ
ȧ
ɥ
よ
う
に
し
た

い
Ί

菊永　忠行　議員

観光大使委嘱状交付式

観光大使

市
長
／
本
市
ͷ
広
報
活
動
を
依
頼
し
、

　
　
　地
域
ͷ
活
性
化
を
期
待

ふ
れ
あ
い
球
技
大
会
ͷ

今
後
͸

教
育
長
／
地
区
の
意
思
統

一
を
図
Γ
ͳ
が
Β
行
う

菊
永

市
長

菊
永

教
育
長

教
育
長

ＬＧＢＴとは

Ｌ＝Ϩζビアン

　　ʢ女性同性愛者ʣ

Ｇ＝ゲイ

　　ʢ男性同性愛者ʣ

Ｂ＝バイηクγャϧ

　　ʢ両性愛者ʣ

Ｔ＝トランεδェンダー

　　ʢ社会的ʹ割Γ当ͯΒΕた

　　性ʹ捉わΕͳい人ʣ

民間大手調査会社Ȧ2015年に

行っȹ調査によɦばĂ日本人の

約7.6％ȦＬＧＢＴを含む性的

少数者Ⱥとわȥっていɥă

教
育
長

教
育
長

大
倉
野

平成27年に立地協定を締結した都吹ʢ株ʣ
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住
宅
や
道
路
拡
幅
ͳ
Ͳ

規
制
緩
和
を

　
　
　
　知
覧
町
上
郡
地
区

Ɉ
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
 
伝
建
地
区
 
ɉ
建

物
Ὶ庭
園
Ὶ石
垣
等
Ɉ
改
築
Ʌ

規
制
Ȧ
あ
ɤ
Ὶ
近
代
的
Ʉ
住

宅
や
道
路
Ɉ
拡
幅
Ȧ
Ɂ
ȧ
ȴ

車
Ɉ
乗
ɤ
入
ɦ
Ȧ
困
難
Ʉ
ȭ

ɂ
ȥ
ɣ
若
者
Ȧ
定
着
ȵ
ȴ
Ὶ

地
域
活
性
化
Ɉ
妨
Ȭ
ɂ
Ʉ
っ

ɀ
い
ɥ
Ί
道
路
Ɉ
拡
幅
及
び

住
宅
建
設
Ʉ
Ƀ
Ɉ
規
制
を
緩

和
ȳ
ɥ
考
え
ɉ
Ʉ
い
ȥ
Ί

　
　
　
　
　上
郡
地
区
約
18

㌶
は
昭
和
56
年
Ʌ
国
Ɉ
伝
建

地
区
Ʌ
選
定
さ
ɦ
た
Ί
良
好

Ʌ
保
全
さ
ɦ
た
地
区
Ɉ
歴
史

的
景
観
ɂ
い
う
貴
重
Ʉ
財
産

を
守
ɤ
Ὶ
次
世
代
Ʌ
伝
え
ɥ

た
ɛ
Ὶ
道
路
Ɉ
拡
幅
及
び
規

制
Ɉ
緩
和
Ʌ
Ⱦ
い
ɀ
ɉ
考
え

ɀ
い
Ʉ
い
Ί

　
　
　
　伝
建
地
区
ɒ
Ɉ
ア

ク
ʓ
ʑ
道
ɂ
し
ɀ
市
道
本
町

上
溝
線
Ɉ
整
備
ɉ
Ɂ
ȧ
Ʉ
い

ȥ
Ίま
た
Ὶ武
家
屋
敷
ɂ
一
体

ɂ
Ʉ
っ
た
体
験
館
Ʉ
Ƀ
Ὶ
市

Ȧ
新
た
Ʉ
観
光
施
設
を
整
備

す
ɥ
ɂ
ɂ
ɜ
Ʌ
Ὶ
地
区
内
Ɉ

空
ȧ
家
を
借
上
Ȭ
宿
泊
施
設

ɂ
し
ɀ
整
備
し
Ὶ
ツ
ー
リ
ʒ

ム
Ɉ
拠
点
ɂ
す
ɥ
考
え
ɉ
Ʉ

い
ȥ
Ί

　
　
　
　道
路
整
備
Ʌ
Ⱦ
い

ɀ
ɉ
Ὶ
伝
建
地
区
Ʌ
選
定
さ

ɦ
Ὶ
現
状
変
更
ɉ
困
難
Ɂ
あ

ɥ
Ί
市
Ȧ
新
た
Ʉ
観
光
施
設

Ɉ
整
備
を
す
ɥ
考
え
ɉ
Ʉ

い
Ί
宿
泊
施
設
整
備
Ʌ
Ⱦ
い

ɀ
ɜ
Ὶ
民
間
Ɉ
力
を
活
用
す

ɥ
ȭ
ɂ
Ȧ
望
ま
し
い
ɂ
考
え

ɀ
い
ɥ
Ί

鮫島　信行　議員

重要伝統的建造物群保存地区

伝建地区

教
育
長
／
歴
史
的
景
観
を
次
世
代
ʹ

　
　
　
　伝
え
Δ
た
Ί
考
え
ͯ
い
ͳ
い

鮫
島

市
長

処
遇
改
善
で
就
労
支
援
を

　
　
　
　保
育
士
Ɉ
資
格
を

持
っ
ɀ
い
ɀ
ɜ
給
料
Ɉ
安
さ

ɂ
給
料
Ʌ
見
合
わ
Ʉ
い
仕
事

量
等
Ɂ
Ὶ
保
育
園
Ɉ
勤
務
を

見
合
わ
せ
ɀ
い
ɥ
方
Ȧ
い
ɥ

ɂ
思
わ
ɦ
ɥ
Ί
保
育
士
Ɉ
処

遇
改
善
Ɂ
就
労
支
援
を
す
ɓ

ȧ
ɂ
思
う
Ȧ
Ὶ
市
長
Ɉ
考
え

を
問
う
Ί

　
　
　
　賃
金
改
善
Ʌ
Ⱦ
い

ɀ
ɉ
Ὶ
処
遇
改
善
加
算
Ȧ
確

実
Ʌ
保
育
士
Ɉ
賃
金
Ʌ
反
映

さ
ɦ
ɥ
ɢ
う
助
言
ɂ
指
導
を

行
っ
ɀ
い
ɥ
Ί
保
育
士
Ɉ
資

格
Ȧ
十
分
活
用
さ
ɦ
Ὶ
や
ɤ

Ȧ
い
を
持
っ
ɀ
働
ȧ
続
ȫ
ɣ

ɦ
ɥ
職
場
環
境
ȿ
く
ɤ
Ɉ
支

援
ɂ
Ὶ国
県
Ɉ
施
策
Ȧ
十
分
活

用
さ
ɦ
ɥ
ɢ
う
努
ɛ
ɀ
い
ɥ
Ί

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　市
内
Ɉ
Ǐ
文
化
会

館
Ɂ
ɉ
Ὶ催
し
物
Ɉ
際
Ὶ休
憩

時
間
Ʌ
洋
式
ト
イ
レ
ɉ
順
番

待
ち
Ɂ
長
蛇
Ɉ
列
ɂ
Ʉ
ɥ
Ί

洋
式
ト
イ
レ
を
増
や
す
考
え

ɉ
Ʉ
い
ȥ
Ί

　
　
　
　ト
イ
レ
Ɉ
混
雑
ɉ

把
握
し
ɀ
い
ɥ
Ίま
た
Ὶ生
活

様
式
Ɉ
変
化
や
高
齢
化
等
Ʌ

伴
い
Ὶ
洋
式
ト
イ
レ
Ɉ
設
置

Ʌ
Ⱦ
い
ɀ
Ὶ
年
々
必
要
性
Ȧ

増
し
ɀ
い
ɥ
ȭ
ɂ
ɜ
認
識
し

ɀ
い
ɥ
Ί
地
域
Ɉ
文
化
Ɉ
振

興
Ὶ
生
涯
学
習
Ɉ
推
進
Ɉ
た

ɛ
Ʌ
ɜ
利
用
者
Ʌ
や
さ
し

く
Ὶ
利
用
し
や
す
い
施
設
を

目
指
し
ɀ
施
設
Ɉ
整
備
を
計

画
的
Ʌ
進
ɛ
ɀ
い
ɥ
Ί

そ
の
他
の
質
問

・
通
学
路
Ɉ
交
通
安
全
対
策

内園　知恵子　議員

知覧文化会館

保育士

市
長
／
処
遇
改
善
ʹ
取
Γ
組
Ή

内
園

市
長

ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
考
え
か

　
　
　
　学
校
再
編
Ʌ
ɢ
ɤ

小
学
校
ǎ
校
Ὶ
中
学
校
ǎ
校

Ɉ
ǐ
校
Ȧ
閉
校
ɂ
Ʉ
ɥ
予
定

Ɂ
あ
ɥ
Ȧ
Ὶ
跡
地
を
Ƀ
Ɉ
ɢ

う
Ʌ
活
用
し
ɀ
い
く
考
え

ȥ
Ί　

　
　
　
　は
31
年
Ǐ
月
末

ま
Ɂ
Ʌ
ǐ
校
Ȧ
閉
校
ɂ
Ʉ
ɥ

予
定
Ɂ
あ
ɥ
Ȧ
Ὶ
閉
校
後
Ɉ

跡
地
活
用
Ʌ
つ
い
ɀ
ɉ
Ὶ
地

域
Ɉ
要
望
Ʉ
Ƀ
ɜ
十
分
伺
い

Ʉ
Ȧ
ɣ
Ὶ
現
在
進
ɛ
ɀ
い
ɥ

再
編
協
議
Ɉ
中
Ɂ
協
議
し
Ὶ

市
職
員
Ɂ
構
成
す
ɥ
南
九
州

市
公
有
財
産
活
用
等
検
討
委

員
会
Ʉ
Ƀ
Ʌ
Ȥ
い
ɀ
検
討
し

ɀ
い
く
Ί

　
　
　
　松
く
い
虫
Ʌ
ɢ
ɥ

松
Ɉ
被
害
Ȧ
拡
大
し
ɀ
い

ɥ
Ί
防
除
対
策
ɬ
Ƀ
Ɉ
ɢ
う

Ʌ
展
開
し
Ὶ
被
害
ɬ
防
止
し

ɀ
い
く
考
え
ȥ
Ί

　
　
　
　松
く
い
虫
防
除
Ʌ

ɉ
Ὶ
広
域
的
Ʉ
防
除
Ȧ
必
要

Ʉ
こ
ɂ
ȥ
ɣ
Ὶ県
や
指
宿
市
Ὶ

関
係
団
体
ɂ
連
携
し
Ʉ
Ȧ
ɣ

現
在
取
ɤ
組
ɭ
Ɂ
い
ɥ
事
業

ɬ
継
続
的
Ʌ
推
進
し
Ὶ
松
く

い
虫
被
害
Ɉ
防
止
Ʌ
努
ɛ
ɀ

い
く
Ί

米満　孝二　議員

松くい虫によΔ松ͷ被害ʢ写真͸瀬平公園ʣ

学校跡地

教
育
長
／
地
域
ͱ
具
体
的
活
用
ʹ
つ
い
ͯ

　
　
　
　協
議
し
ͯ
い
͘

松
く
い
虫
防
除
対
策
͸

市
長
／
事
業
の
継
続
的
ͳ

推
進
ʹ
努
め
Δ

米
満

教
育
長

米
満

市
長

川
辺
清
掃
セ
ン
タ
ー
ͷ

焼
却
灰
等
ͷ
対
応
͸

　
　
　
　川
辺
清
掃
セ
ン

タ
ー
Ɉ
焼
却
灰
Ʉ
Ƀ
Ɉ
処
理

Ʌ
つ
い
ɀ
ɉ
Ὶ
大
丸
校
区
ȥ

ɣ
要
望
ɜ
あ
ɥ
ɂ
思
う
Ȧ
Ὶ

今
後
Ƀ
Ɉ
ɢ
う
Ʌ
対
応
す
ɥ

考
え
ȥ
Ί

　
　
　
　現
在
行
っ
ɀ
い
ɥ

無
害
化
処
理
Ɂ
ɉ
Ὶ
相
当
Ʉ

期
間
ɂ
処
理
経
費
Ȧ
必
要

Ɂ
Ὶ
ɢ
ɤ
経
済
的
Ɂ
効
率
的

対
策
Ɉ
た
ɛ
Ὶ
測
量
調
査
Ʌ

続
ȧ
Ὶ
は
29
・
30
年
度
Ʌ
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
ɬ
実
施
し
Ὶ
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
濃
度
ɂ
正
確
Ʉ

量
Ὶ
分
布
位
置
Ɉ
現
状
把
握

ɬ
行
う
Ί

　
　
　
　市
内
Ǐ
文
化
会
館

ɉ
老
朽
化
Ʌ
ɢ
ɤ
維
持
管
理

費
Ʌ
年
間
Ǔ
ǔ
０
０
万
円
ɬ

要
し
ɀ
Ȥ
ɤ
Ὶ
統
合
す
ɥ
ɂ

年
間
５
ǎ
０
０
万
円
Ɉ
節
約

Ʌ
Ʉ
ɥ
ɂ
思
う
Ί
早
急
Ʌ
検

討
す
べ
ȧ
Ɂ
ɉ
Ʉ
い
ȥ
Ί

　
　
　
　文
化
会
館
Ⱥ
け
Ɂ

ɉ
Ʉ
く
Ὶ
公
共
施
設
Ɉ
総
合

的
Ʉ
検
討
Ȧ
必
要
Ʉ
こ
ɂ
ȥ

ɣ
Ὶ
ス
ピ
ー
ド
感
ɬ
持
っ
ɀ

方
向
性
ɬ
出
し
ɀ
い
ȧ
ȹ

い
Ί

竹迫　毅　議員

ごみ処理

市
長
／
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
ͳ
Ͳ
を

　
　
　実
施
す
Δ

文
化
会
館
統
合
の
検
討
Λ

市
長
／
検
討
が
必
要

竹
迫

竹
迫

市
長

市
長

川辺清掃センター内ͷ未処分焼却灰

教
育
長

鮫
島

内
園

市
長

文
化
会
館
等
の

　
　
　ト
イ
レ
整
備
Λ

教
育
長
／
計
画
的
ʹ
進
め

て
い
Δ
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各
種
対
策
に
取
Γ
組
Μ
で
い
Δ
が

効
果
Λ
問
う

　
　
　本
市
も
移
住
定
住
対

策
Ʌ
取
ɤ
組
ɭ
Ɂ
い
ɥ
Ȧ
そ

Ɉ
効
果
ɬ
問
う
Ί

　
　
　
　は
21
年
度
ȥ
ら
現

在
ま
Ɂ
市
の
制
度
を
約
２
０

０
世
帯
Ȧ
利
用
し
ɀ
い
る
。

空
ȧ
家
バ
ン
ク
Ɂ
の
契
約
成

立
者
85
件
Ɉ
う
ち
ǐ
割
Ȧ
移

住
者
ɂ
Ʉ
っ
ɀ
Ȥ
ɤ
Ὶ
市
内

Ɉ
経
済
や
様
々
Ʉ
活
動
Ɉ
活

性
化
Ʌ
繋
Ȧ
っ
ɀ
い
ɥ
Ί

　
　
　国
Ɉ
モ
ʟ
˃
事
業
Ɂ

空
ȧ
家
等
Ɉ
広
く
住
ə
や
ȳ

い
農
家
住
宅
ɬ
増
や
ȳ
支
援

策
ɬ
活
用
し
Ὶ
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

者
へ
Ɉ
地
元
事
業
所
等
へ
Ɉ

就
職
斡
旋
ɂ
一
体
的
Ʌ
取
ɤ

組
ɚ
考
え
ɉ
Ί

　
　
　
　空
家
ʨ
ン
ク
制
度

Ɂ
利
活
用
Ɉ
促
進
ɂ
Ὶ
Ǫ
Ǭ

ǫ
等
Ɉ
空
家
再
生
Ʌ
ɢ
ɥ
地

域
活
性
化
Ɉ
取
ɤ
組
ə
情
報

ɬ
共
有
し
検
討
ȳ
ɥ
Ί
就
職

Ɉ
斡
旋
ɉ
労
働
局
ɂ
Ɉ
雇
用

対
策
協
定
Ʌ
ɢ
ɤ
就
職
斡
旋

ɬ
行
っ
ɀ
い
ɥ
Ί

　Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
へ
Ɉ
移
住

定
住
相
談
業
務
ɬ
担
う
‎
ふ

ɥ
さ
ɂ
振
興
室
ɬ‏
設
置
し
Ὶ

情
報
収
集
や
Ǭ
Ｒ
Ʌ
一
体
的

Ʌ
取
ɤ
組
ə
Ὶ
移
住
者
ɂ
受

け
入
ɦ
側
Ȧ
満
足
Ɂ
ȧ
ɥ
対

策
ɬ
進
ɛ
ɥ
Ί

　
　

　
　
　入
会
林
野
事
業
Ȧ
Ʉ

ȥ
Ʉ
ȥ
進
ɘ
Ʉ
い
Ȧ
Ὶ
各
整

備
組
合
長
等
Ʌ
現
状
ɂ
課
題

ɬ
説
明
ȳ
ɥ
考
え
ɉ
Ί

　
　
　
　現
在
Ɉ
取
ɤ
組
ə

状
況
や
今
後
Ɉ
計
画
Ɉ
説
明

ɬ
し
ɀ
い
く
Ί

　
　
　い
Ⱦ
頃
実
施
ȳ
ɥ
ȥ
Ί

　
　
　
　
　
　
　
　本
年
Ǒ

月
頃
Ʌ
ɉ
実
施
し
た
い
Ί

西　次雄　議員

移住定住

市
長
／
こ
Ε
ま
Ͱ
市
ͷ
制
度
を

　
　
　
２
０
０
世
帯
͕
利
用

西西

耕
地
林
務
課
長

市
長

ユ
ニ
バ
ー
サ
ϧ
ツ
ー
Ϧ
ズ
ム
ͷ

取
組
み
͸

　
　
　
　本
市
へ
Ɉ
観
光
客

Ȧ
年
々
減
少
傾
向
Ʌ
あ
ɥ
Ʉ

ȥ
Ὶ
新
た
Ʉ
観
光
Ɉ
振
興
策

ɂ
し
ɀ
高
齢
や
障
Ȧ
い
等
Ɉ

有
無
Ʌ
関
わ
ɣ
ȴ
Ὶ
誰
ɜ
Ȧ

安
心
し
ɀ
旅
行
ɬ
楽
し
ɚ
こ

ɂ
Ȧ
Ɂ
ȧ
ɥ
ユ
ニ
ʨ
ー
サ
˃

ツ
ー
˂
ズ
ム
Ɉ
た
ɛ
Ɉ
環
境

整
備
ɬ
進
ɛ
ɀ
い
く
考
え

ɉ
Ί　

　
　
　観
光
等
Ɉ
余
暇
活

動
ɉ
広
く
国
民
生
活
Ʌ
定
着

し
ɀ
い
ɥ
Ί
特
Ʌ
高
齢
者
や

障
Ȧ
い
者
等
Ὶ
何
ɣ
ȥ
Ɉ
配

慮
Ɉ
必
要
Ʉ
人
ɉ
Ὶ
旅
Ʌ
Ȥ

け
ɥ
非
日
常
的
Ʉ
楽
し
ə
Ʌ

対
ȳ
ɥ
要
望
Ȧ
強
く
Ὶ
旅
行

者
Ɉ
さ
ɣ
Ʉ
ɥ
増
加
Ȧ
見
込

ɘ
ɦ
ɥ
Ί

　旅
行
者
ɬ
迎
え
ɥ
本
市
Ʌ

Ȥ
い
ɀ
ɜ
Ὶ
観
光
施
設
Ɉ
多

目
的
ʠ
イ
˄
Ɉ
設
置
や
段
差

解
消
Ʌ
努
ɛ
ɀ
い
ɥ
Ί

　

　今
後
ɜ
ユ
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主な転作作物のH29年度からの交付金
　単位：円 /10a　ʢ南九州市統一単価ʣ

麦

大豆

飼料（基幹

飼料（二毛

wcs用稲

耕畜連携

そば（基幹

そば（二毛

なたね

野菜（基幹

澱粉甘藷
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長
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西 西 飼料用米

収量に応じて

作物名 国単価 地域単価 交付単価
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